
 

（第２号様式） 
令和６年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜修悠館高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒の柔軟な
学びに配慮した
教 育 課 程 に よ
り、個別最適な
学びを学校全体
で取り組む。 
 
・誰一人取り残
すことなく、多
様な教育ﾆｰｽﾞに
即した支援を実
施する。 

〇令和7年度、ｵ
ﾝﾗｲﾝ学習を導入
するためｵﾝﾗｲﾝﾚ
ﾎﾟｰﾄやｵﾝﾗｲﾝｽｸｰ
ﾘﾝｸﾞの実施に向
け、教科内及び
学校全体で取り
組む。 
 
〇活動率を高め
るための最適策
を模索し、全て
の生徒へ学習支
援や連絡・相談
体制が取れるよ
う学務ｸﾞﾙｰﾌﾟな
ど が 中 心 と な
り、学校全体で
取り組む。 

(1)ｵﾝﾗｲﾝ学習の導
入に向け、修悠館
ﾏｲﾍﾟｰｼﾞの利活用
を全生徒に周知さ
せ、動画を含む学
習ｺﾝﾃﾝﾂ等学習支
援体制のさらなる
充実を図る。 
(2)非活動生を無く
すため、履修登録
や受講手続きの方
法を模索し、全生
徒が活動生となり、
一人ひとりに最適
な学習支援を各方
面からできるよう学
校全体で工夫し、
単位修得に結びつ
けるよう努力する。 

(1)ｵﾝﾗｲﾝﾚﾎﾟｰﾄの作
成に当たり、教員の
添削作業効率の低
下や生徒の作業ｽﾄﾚ
ｽの増大などに起因
するﾚﾎﾟｰﾄ提出率の
低下を招かぬよう学
習支援体制を構築で
きたか。 
 
(2)全生徒が活動生と
なる方策を構築し、
生徒間の格差を、担
任だけではなく、教
科担当者、担当ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟなど学校全体で連
携をし、単位修得に
結びつけることで格
差是正ができたか。  

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・生徒が安心し
て学べる教育環
境を維持する。
主体的に取組む
意識の醸成をめ
ざした教育活動
を取り入れてい
く。 
 
 
・生徒が自己を
尊重し、自らの
力を十分発揮で
きるよう個別最
適化を図り、充
実した学校生活
に繋げるよう努
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇生徒指導規定
やいじめ防止ﾏﾆ
ｭｱﾙの内容を全
職員が理解し共
通認識を持って
指導を行う。 
 
〇生徒が学校の
規則を遵守し安
心して学校生活
を送れるよう、
規則の周知徹底
に努める。主体
的に参加できる
学校行事を充実
させる。 
 
 
〇より効率的な
生徒情報の把握
および職員間で
の共有に努め、
生徒一人ひとり
の教育的ﾆｰｽﾞに
沿った効果的で
継続的な支援を
行えるように一
層 の 整 備 を 行
う。 
 
 

(1)いじめ防止の
ため、いじめｱﾝｹｰ
ﾄの 100%の回収率
を目指す。問題行
動には早期発見・
対応し、職員間で
共通理解を持ち生
徒指導を行う。 
(2)学校ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ
ｼﾞ、通信紙・掲示
物・校内放送等を
用い、学校の規則
を周知していく。
自ら学ぶ意欲を育
むため多様な学習
機会を提供する。 
(3)教職員、SC、
SSW および教育支
援専門員等の情報
共有においてﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽを積極的に活
用し、学習および
生活上の支援を要
する生徒への支援
の充実化を図る。 
(4)SC・SSWに併せ
てﾒﾝﾀｰ制度や外部
機関等と連携し、
相談者の分散を図
り面談日程に余裕
が生じる仕組みを
整え、生徒支援の
充実に繋げる。 

((1)いじめｱﾝｹｰﾄの
回収率 100%を達成
できたか。問題行
動の早期発見・対
応し共通の理解を
持った指導ができ
たか。 
(2)学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、
通信紙・掲示物・
校内放送などを通
して学校のルール
を周知できたか。
自ら学ぶ意欲を育
むため多様な学習
機会を提供できた
か。 
(3)教職員および関
係者が様々な情報
をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに積極
的に登録したか、ｹ
ｰｽ会議や情報交換
会、担任間の引継
ぎなどの場面にお
いてﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽが活
用されたか。 
(4)SCや SSWに必要
に応じて相談を受
けさせることがで
きているか。安心
して相談に集中で
きる環境づくりな
どの体制となって
いるか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒が将来を
考え、自分の適
性に合った実現
可能な進路選択
を行い、行動で
きるようｻﾎﾟｰﾄ
体制を構築、強
化する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・生徒個々の可
能性を広げ、社
会 的 自 立 に 向
け、生徒が興味
関心を持ち積極
的に活動できる
支援体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 

○横浜中地区の
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの参
加者を昨年度よ
り増やし、新し
い知識や経験か
ら視野を広げる
機会とする。 
 
○進学ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ
ｰの利用、各種
説明会等の参加
を増加させる。
また、新しく、
総合型・学校推
薦型選抜対策、
「進路・進学探
究」というﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑを実践する。 
 
○生徒の成長に
寄与できる通級
指導のあり方を
探り、生徒一人
ひとりが成長を
自覚し、将来の
自己実現に繋が
るよう関係機関
と連携し、一層
効果的な支援を
行う。 

(1)通信紙やGoog- 
le Classroom の利
用により、参加す
ることの意義を周
知する。 
(2)Google Class- 
roomを活用するこ
とにより、迅速に
進学に係る情報を
流していく。ま
た、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにつ
いては、具体的な
運営の仕方を決め
て、関係機関の担
当者と協力して実
践する。 
 
(3)通級指導教室
受講生等に早期の
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・就業
体験等を行い、生
徒・保護者の意向
を確認し、卒業後
の進路を見据えた
個々の生徒支援と
なるよう担任や生
徒に呼びかける。 
(4)校内での情報
共有と共通理解を
図るとともに、関
係機関との連携に
よるきめ細かな支
援に努め、挑戦す
る力を育む。 

(1)横浜中地区のｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟの参加者を
昨年度より、増や
す こ と が で き た
か。 
 
(2)進路説明会、総
合型・推薦型入試
説明会、進学面接
試験ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの参加
者が昨年度より増
え た か 。 ま た 、
「 進 路 ・ 進 学 探
究」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽﾑｰ
ｽ ﾞ に 運 営 で き た
か。 
 
(3)担任等と連携
し、 生徒・保護者
の意向を確認し、ｽ
ﾑｰｽﾞな就労活動が
できたか。 
 
(4)生徒一人ひとり
に必要な支援を行
うための工夫がで
きたか。生徒自身
が成長の振り返り
を行い、自己認識
することができた
か。 

     

４ 地域等との協働 

地域や近隣の
小中学校等と
連携し、協働
の体制を構築
することで、
地 域 に 貢 献
し、地域から
信頼される学
校づくりに努
める。 

○活動機会の拡
充に向けた情報
交換をより円滑
に行うための体
制を検討すると
ともに、実施し
た活動を校内外
へ向けて適切に
発信していく。 

(1)地域との協働
に関する学校全体
の年間予定や担当
窓口を整理し、よ
り円滑な情報交換
体制を検討する。 
(2)地域との協働
に関する校内外へ
の情報発信を充実
させる。 

(1)学校全体の地域
連携を一覧にまと
め、活動機会の拡
充に向けた情報交
換体制を検討でき
たか。 
(2)様々な立場の職
員が情報発信を行
うことで、配信内
容 が 多 様 化 し た
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・生徒が主体的

に自己実現でき

るよう、ｻﾎﾟｰﾄ

する教職員の技

能を活用できる

環境整備とｻﾎﾟｰ

ﾄ力の向上を図

る。 

・教育環境の変
化によりよく対
応しようとする
教職員の活動を
支援する。 

○生徒の学習環

境の向上を目指

し、ｽｸｰﾘﾝｸﾞのｵ

ﾝﾗｲﾝ配信に向け

た機器と学習室

等の整備を進め

る。 

 

○予想されるさ

まざまな災害に

即応できる教職

員、生徒の意識

向上を目指す。 

(1)ﾗｲﾌﾞｶﾒﾗの試験
的な運用を通し
て、より学習効果
の高いｽｸｰﾘﾝｸﾞを
行えるよう使用法
や機器の選定を通
して生徒に還元で
きるよう努める。 
 
(2)防災意識を高
められるよう、訓
練以外でも定期的
に防災情報を提示
する。 

(1)ｵﾝﾗｲﾝｽｸｰﾘﾝｸﾞの
視聴数と生徒の満
足度がどの程度で
あったか。 
 
 
 
 
 
(2)ｱﾝｹｰﾄ調査を行
ったり、ｱｸｾｽ数が
どの程度であった
か。 

     


